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原告意見陳述 （第1回期日：2014/6/18）

1　私と，妻，義母は，原発事故によって，元々住ん
でいた浪江町から避難し，事故から3年以上が経った
今も，埼玉県内で暮らしています。
　私たちは，現在も事故による被害は全く収まってお
らず，事故の原因やどこに責任があるのかという事も
曖昧なので，避難者の被害の全てについて，きちんと
責任を取ってもらいたいと思い，今回，訴訟を起こし
ました。
2　訳も分からないままの避難
私たちは，事故の翌日である3月12日に，避難指示
が出ているとの放送があり，避難先は浪江町の津島地
区ということだけを聞かされ，訳も分からず，津島の

活性化センターへ逃げました。
これは後で分かった事ですが，当時，既にスピーディ
が放射性物質が多く拡散する方向を予測していたよう
ですが，津島地区は，まさにその多く拡散すると予測
された方向にありました。
その避難所は，今も放射線検知器では常に高い数値が
示され，そばを通ると，車の中でもピーピーと警報音
がうるさいほどの場所となっています。
もしスピーディの情報が公開されていれば，私たちは
津島の避難所に避難するようなことは無く，被曝は防
げたはずです。
情報を公開しなかった国や東電は，避難者をコント
ロールするためであれば多少被爆しても構わないと考
えていたとしか思えず，人の命をどう考えているのか
と，思い出す度に怒りが沸いてきます。

3　過酷な避難生活
津島の活性化センターでは，救援物資が全然足りてお
らず，体育館の固い床の上で毛布1枚で過ごさなけれ
ばなりませんでした。食事は，小さいおにぎりを2人
で分けて食べ，トイレは，人数が多すぎて水洗が壊れ
てしまい，穴を掘って用を足しました。
水が足りず，皿なども数が足りないため，洗わずに使
い回し，衛生面がとても気になりましたが，避難者は
我慢するしかありませんでした。
そのようなひどい環境や，自分達の身に何が起ころう
としているのかを理解できない不安もあり，夜はほと
んど眠りにつくことができず，急激に体力が奪われて
いきました。

私たち家族は，3月15日に，津島の活性化センターか
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ら二本松の石井体育館に避難しました。石井体育館で
も，固い床の上で毛布1枚で過ごさなければならず，
外から風が吹き込んできて，部屋の中はとても寒く，
一日中毛布にくるまっていましたが，すぐに体調を崩
してしまいました。
　義母は，事故当時，87歳であり，腎盂炎の持病が
あって，足が不自由なため，避難所ではとてもつらそ
うでしたが，私たちは義母を楽にしてあげることはで
きませんでした。
義母は，一定時間毎に自己導尿をしなければいけない
のですが，避難所では全くできていなかったので，あ
の状況がもう少し続けば，義母はかなり危険な状況に
なっていたと思います。

私たちは，避難所で見たテレビのニュースから，原発
が危険な状況であることを知り，すぐにでも原発から
遠い場所に逃げたいと思い，埼玉に住んでいる弟に何
度も電話をかけてやっと連絡が取れて，さいたまスー
パーアリーナの避難所を教えてもらいました。
さいたまスーパーアリーナへ避難する際には，県外に
は出られない，渋滞で動けない，道が走れる状態では
ない，などの噂が飛び交い，一体，どこに逃げればい
いのか誰も分からない中で，決断をしなければなりま
せんでした。
　さいたまスーパーアリーナには，既に，多くの避難
者が避難していて，私たちは，通路に毛布を敷いて，
段ボールで仕切って生活しました。
義母は腎盂炎を患っているため，人工透析が可能な障
害者センターに避難をしましたが，そこでも体育館の
ような場所で，大勢で生活する状態でした。

事故から3か月が経過しても，帰れる見通しは立たな
かったため，長期間の避難先を考えなくてはならない
ようになりました。
私は，家族の健康や，命の危険から守るには，福島で
生活していた様にはいかないまでも，誰にも遠慮する
必要もなくストレスもかからない生活をしないといけ
ないと思い，何とかお金を工面して，現在の自宅を購
入しました。
　国は，避難者が生活する場所として，仮設住宅を作
りました。しかし，避難者は，それまで自宅で何不自
由なく生活していたのに，突然転々と避難させられ，
心身共に疲れ果てている状態にも関わらず，生活環境

がまるで違い，狭くてプライバシーも保たれない様な
所に入れてしまうというのは，多少の年寄りや体の弱
い人は死んでしまっても仕方ないだろうとの考えだっ
たのではないかと考えてしまいます。

東電や国は，原発事故によって，私の住んでいた家や
生活を滅茶苦茶にしたのですから，避難者の生活を事
故以前の状態に戻す責任があるのは，当然ではないで
しょうか。

4　奪われた何気ない日常
私たち家族は，長年，事故前に住んでいた浪江町で暮
らしてきました。
浪江町の自宅の近くには，私たち家族が長年行き慣れ
た場所がたくさんあり，全ての場所に，たくさんの思
い出があります。
　自宅近くにある丈六公園は，自然いっぱいの公園
で，高低差のある1時間くらいの散歩コースがあった
ため，散歩するには丁度いい公園でした。
　自宅の庭では，野菜や庭木を育て，庭いじりをする
ことが習慣でしたが，現在の自宅では，広い庭はない
ので，そんな楽しみはありません。
　浪江町の自宅から海岸まではすぐの距離でしたの
で，私たちは，よく海岸線を散歩しました。埼玉には
海がなく，以前のように気軽に海岸線を散歩すること
はできません。浪江町には，水のきれいな川もたくさ
んあり，夏にはシジミ採りを楽しみました。

自宅の近くには山もたくさんあり，頻繁に，山菜やき
のこを採りに山に入っていました。1月はふきのとう，
4月はワラビやタラの芽など，秋は栗やイナゴやキノ
コなどを採りました。
　それ以外の季節にも，山菜の取れそうな場所を探索
したりなどするために，大体，週に2回くらいの頻度
で山歩きに行っていました。
　仕事を引退して，毎日ゆったりと過ごしていた私た
ちにとって，山歩きは，まさに生きがいでした。
　浪江町では，いつでも行きたいときにすぐに山に行
くことができましたが，埼玉では近くに山がないの
で，費用と時間をかけなければ，山に行くこともでき
ません。今は，生きがいだった山歩きができなくなっ
てしまいました。
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義母は，避難前は，ほぼ毎日，近所に住む友人を自宅
に呼んで，お茶を飲みながら世間話をすることを何よ
りの楽しみにしていました。
　しかし，原発事故によって，友人らとも離ればなれ
になったため，義母は，毎日，孤立した寂しい生活を
送っています。
　私たちが，義母の笑顔を見ることや笑い声を聞くこ
とも，少なくなりました。
　避難後，余り外に出なくなった義母は，身体の衰え
が進み，要介護2の認定を受けました。現在は，私と
妻で，義母を介護しながら生活しています。
　友人らに囲まれて楽しい余生を送るはずであった義
母が今のような生活を送っていることを考えると，か
わいそうでなりません。
　ストレスを感じることなく，毎日の日常生活を楽し
んでいた義母は，なぜ，こんな辛い思いをしないとい
けないのでしょうか。
　私たちは，あの何気ない日常を取り戻したいだけな
のです。
　今回の原発事故によって，私たちは，何気ない日常
を一瞬にして滅茶苦茶にされました。もう，どうやっ
ても元通りにはなりません。国や東電は，どう責任を
取ってくれるのでしょうか。

5　私たちの気持ち
私たち避難者は，避難をしたくてしたのではありませ
ん。動きたくもないのに，無理矢理，移動させられた
のです。
　勝手に私たちの生活を奪っておいて，きちんと責任
を取ろうとしない国と東電は，一体，どういうつもり
なのでしょうか。
　私たち避難者は，原発事故により，元々住んでいた
場所での生活の全てが破壊され，自分の家に住む自由
や好きな環境で生活する自由を奪われ，現在も，避難
先で不自由な生活を送っています。
　避難前は出来ていた趣味や生きがいも，現在は全く
出来なくなっています。
この状況は，身体を縛られ，自由がきかない状態と同
じです。そうならば，せめて，その拘束に見合った責
任を取ってもらうのは当然です。

また，帰れるか帰れないかは，国が勝手に決めるもの
ではなく，避難者自身が決めることではないでしょう

か。
　将来的な健康被害は不明ですし，山林などの除染も
全く手つかずの状態であり，放射性物質が風などで飛
んでくることも十分あり得ると思います。
　自分が住んでいる家から何キロも離れていない場
所，例えば，ここからなら，浦和駅あたりに除染され
ていない山林があったとしたら，この裁判所のあたり
に住みたいと思うでしょうか。
　そんな状況では，元々住んでいた人が住めないと
思ったら，そこは住めない場所になったと考えるべき
ではないでしょうか。
　そんな状態で帰ったとしても，事故前と同じ生活が
できるはずがありません。それでも「帰れる」という
のなら，まずは東電の本社を福島に持っていって，実
際にそこで生活をしてみて欲しいぐらいです。

住む場所については，事故を引き起こした東電や国
が，避難者全員の住宅を用意すべきだと思います。
それが出来ないのであれば，事故前の自宅と全く同じ
ものを調達することはできないので，せめて，避難者
が，避難先で新たに住宅を購入できるようにすべきで
はないでしょうか。
　国や東電は，今回の原発事故で，本当に大変な事を
してしまったという事を，もう一度よく考えてほしい
と思います。

国も東電も，避難者の大変な被害について，もう一度
よく考えて，きちんと責任を認めてほしいです。そし
て，一旦事故が起きたら，こんなにひどい事になって
しまうのだと，真剣に反省するべきです。
　私は，現在も避難生活を強制されて，それに対して
国や東電が十分に責任を取っていないことが，悔しく
て仕方ありません。
私たち家族や原告以外にも，原発事故によって避難さ
せられた避難者は，たくさんいます。
　裁判官の皆さんにおかれましては，避難者の被害の
実態をご理解頂き，是非，正しい結論を下して頂くよ
うお願いします。

　　以上　
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原告意見陳述書
（第3回期日：2014/12/10）　　　　　　
　　　　　　
1　私の家は，福島第一原発から25k圏内の旧避難指
示解除準備区域である広野町という場所にあります。
　原発事故からの避難体験と現状をお話したいと思い
ます。

2　3月12日，この日は地震でめちゃくちゃになった
大きな家具などを片付けていました。17時ぐらいだ
と思いますが，急に訪れた広野町役場の人に『今すぐ
に避難してくれ』と言われました。
　前日は自分も母も度重なる余震で寝ることができて
いなかったため，うたた寝していた母を起こして，は
んてんと部屋着のまま，サンダル履きで家を出ること
になりました。所要時間は5分もなかったと思いま
す。
　広野町役場の人から『とりあえずの避難です，心配
ありません』と再三にわたり言われました。『どこに
避難すればいいのですか？』と問いかけたら『とにか
く南側へ行ってください』と言われ，避難所や避難の
理由さえも教えてもらえませんでした。そこで，とり
あえず，いわき市方面に向かいました。
　そして，25キロ先の，いわき市，平の消防署裏の
体育館につきました。
しかし，そこも，続々と訪れる原発の避難者の方で，
19時過ぎには消防署裏の体育館に人が入れない状態
になりました。
　その日はとても寒かったのですが，中で休息を取れ
そうにもないし，ペットを連れてきているので規則で
中には入れず，母親と犬猫と車の中で夜を越す事にし
ました。でも，午前零時をまわると寒くて耐えられず，
深夜にはエンジンをかけ暖をとって仮眠しました。不
安でいっぱいでしたが，「明日には帰れるだろう，今
日だけ我慢しよう」と思いました。
　朝にはガソリンが手に入ると思って，この日はエン
ジンをかけてガソリンを消費してしまいました。

3　3月13日，朝になると，自衛隊が次々に支援物資
をグラウンドに運んでいて，目の前に毛布や物資が山
積みになっていました。とにかく寒くて食料より毛布
が欲しくて毛布を直接もらいに行きましたが『公平に

複数の避難所に配るため手をつけないでください』と
自衛隊員に言われ，この日は何も支給されませんでし
た。
　日中は暖かかったのでガソリンスタンドを探そうと
思って出たのですが，8時間並んでいる場所ばかり，
並んだ人たちが殴り合いの喧嘩をしている始末だった
ので，避難所に戻りました。
　水も止まっていたのでトイレは排泄物があふれた状
態，廊下には寝たきりのお年寄りや障害者の方がじか
に投げ出されて横たわっているという様子で，本当に
地獄だと思いました。
　その日の12時を過ぎたころ，ビニールに入った
500mlの非常用飲料水を一人一個配給されたので母親
と犬猫で分けて飲みました，避難をしてから初めて飲
んだ水であり，少し薬品臭かったのですがとてもおい
しかったです。
　夕方には福島第一原発で働いていた作業員や技術者
も続々と避難してきました。避難所にはテレビもラジ
オもないので，ほとんどの人は何の情報もない中，作
業員が状況を話してくれました。『メルトダウンして
るぞ，核燃料はもう溶けている，ここは安全じゃない
から早く逃げないとまずい』などと忠告を頂きました
が，ガソリンがない状態で避難もできない状態でし
た。消防署のアナウンスで風向きが危険な時は放送が
ありましたが，既に体育館の中には入る余裕もなく，
自分も含め多くの人は最悪の結果である核爆発を想像
して，被ばくは覚悟せざるを得ない状態でした。
わかりやすく言えば死を覚悟した日でした。

4　3月14日，避難3日目の昼ころに，冷えて，握る
とロウソクの様にぼろぼろと崩れるようなおにぎりが
1個配給されました。空腹だったので，夢中で食べた
記憶があります。
　夕方にワンセグで3号機の水素爆発をみて，そこに
いた皆で本当にショックを受け，もうしばらくは自分
の家にも，故郷にも立入りすらできないんだろうと認
識させられました，
国の対応も「とりあえず万が一の避難」から「直ちに健
康に影響はない」に変わった瞬間でした。
5　3月15日，避難4日目。
この日から朝と夜に菓子パンとコンビニのおにぎりが
配給されました，夕方には非常用毛布が一人一枚配給
されました。でもペラペラな物でしたので，気温を考
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えると凍死するのじゃないかと本当に不安でした。
　体の悪い母は，なんとか体育館に入れてもらいまし
た。
　自分は犬猫と一緒に車の中で寝ていたのですが，寒
さから明日の朝は目覚めないで凍死しているのではな
いかと本気で悩んでほとんど眠れない夜が続きまし
た。
 

6　3月16日，避難5日目。
　この日からはカップ麺やおにぎりや水が安定して配
給され始めました。
　1日に何度も風向きだけがアナウンスされ，被ばく
におびえ外にも出られないので狭い車内で過ごさなけ
ればならなかったのがとてもつらかったです。

7　ガソリンも相変わらず手に入らない中，勿来の知
り合いがガソリンを手に入れてくれたと連絡がありま
した。母親の体調も考え，20日に避難所を出発し，
そのガソリンを勿来に受取にいきました。
　この日まで二人とも風呂に入っていなかったので，
勿来の知人宅で風呂に入らせていただき，その後，家
に母親の薬を取りにいき，姉の住む，横浜戸塚区のマ
ンションに避難する事にしました。
　神奈川に向かう途中，守谷SAでラーメンを食べた
のですが，こんなにおいしい食べ物は1週間ぶりでし
た。缶ジュースも久しぶりに飲むことができました。
　戸塚につきましたが，自分は12日から車内で寝泊
まりしていたので，足の関節がくの字状態から全く伸
びませんでした。
神奈川に避難をしてみると，福島では，パンや菓子な
どすら買うことができないのに，同じ日本でこれだけ
の格差が出るなんて信じられませんでした。東北に比
べ関東は平和でした。
　地元の情報が全く入らない事もあり，4月半ば，埼
玉県三郷市に設置された広野町の人が多く入っている
避難所に行くことにしました。母親は徐々に足も悪く
なり始め涙が止まらなくなり通院のため神奈川に残し
自分だけ埼玉県三郷市の避難所にペットを連れて行き
ました。
　廃校の校舎を利用した避難所では広野町からバスで
避難してきた皆さんが体育館でダンボールで仕切りを
つけ所狭しと生活していました。知り合いもたくさん
いたのでいろいろな事が話せました。

　でも，ここでも動物は禁止なために車中泊となりま
した。
　近隣の飲食店やボランティアの方々の炊き出しや給
食，お風呂にも2日に一度入浴施設で入る事ができ
て，今でもとても感謝しています。
　その後母親も避難所に来ましたが，体育館はいっぱ
いなので5階の教室で寝泊まりすることになり，階段
移動のため，足の具合が日に日に悪くなるのが気掛か
りで，インターネットで調べて実費で三郷市に一軒家
を借りました。

8　母親は5月の中旬には完全に歩けなくなり，最終
的には車椅子生活になってしまいました。通院してい
た病院でも，手術しかないと言われたのですが高血圧
と血糖の上昇も重なり，治療とリハビリを受けてから
手術する事になりました。
　6月，インターネットで埼玉県での借り上げ住宅制
度を知り，ペット可の現在住んでいるアパートに移る
ために八潮市に行きました。
　9月に入り，広野町にも立入りができるようになり，
片付けのために何度も埼玉から通いました。冷蔵庫の
中は食料が腐り異臭を放ち，布団は動物が入り込み，
毛だらけでフンもたくさんありました。地震で壊れた
縁側からは雨水が大量に室内にはいり込み，畳は水に
つかってしまいました。
　竹林は畑まで侵食しておりビニールハウスは内側か
ら竹が破り風で破壊され雑草は腰のあたりまでジャン
グルの様に生えていました。
　手術後も，母親は立ち上がる動作が苦手なため，
ベットならば比較的楽に立ち上がれるのですが，現在
は六畳二間なため置くスペースは無く布団を敷いて寝
ており，苦労をしています。
　これまでに，色々な家財を捨てる事になりました。
その賠償をADRで求めましたが，全く考慮されませ
んでした。

9　広野町には2ヶ月に一度清掃で帰るようにはして
いますが，一方的な避難解除により，避難状態さえ認
めてもらえない事で色々な弊害があります。
　夏から秋にかけては除草剤を散布しておかなければ
いけないので何日もかかります，むしった草も燃やし
てはいけないため車で数キロ先の指定された場所に運
ばなければなりません。
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　片付けに行くと，2泊ぐらいはするのですが，初日
は放射線の不安でドキドキして眠れません。帰還すれ
ば麻痺してしまうのでしょうが，やはり放射線の数値
の高さに不安があり，帰還を選択できません。
　避難を開始してから，既に3年が経過しますが，自
分たちの置かれた状況はあまり変わっていません。自
宅はもちろん田畑は汚染されて作物を作ることはでき
なくなり，裏庭の柿の木や竹林から一年を通して得ら
れる様々な収穫を知人や親せきに贈る楽しみもなく
なってしまいました。今でも空間占領を測ると，裏庭
で0.5μSv/h，屋内でも0.3～0.5弱で，年間2mSv/弱，
地面に線量計を置けば1.2μSv/hを超える場所もあり
ます。
　広野町に帰って生活をすることを選択するならば，
生涯を低線量被ばくの状態で過ごすしかない状況まで
追い込まれています。

10　現在，20km圏外の住民と避難解除された人の選
択は【自己判断による帰還】か家賃と高速道路料金以
外は【実費による避難生活】しかありません。
　自治体の取組について，町民の放射線への不安を解
消する目的で本年11月に放射線相談室を設置と報道
がありましたが，私たちが求めているのは「放射線」
の不安ではなく「放射性物質」への不安です。放射線
が出ていることにより，常に家の中には放射性物質が
存在し，放射線を出し続け，私たちの体をむしばむ可
能性があるということになります。私の家は古く，壁
は土塀であって高圧洗浄を利用する除染は壁自体が崩
れてしまうのでできません。除去する方法がないた
め，家の中の放射性物質に不安をかかえながら，体の
不自由になってしまった母親と一緒にこれからの人生
をやっていくことを，事実上強制されるということに
は到底納得ができません。
　裁判所には，私たちのように帰りたくても不安で帰
ることができない避難者に対して，国や東京電力に
よって，奪われたものをきちんと賠償してもらえるよ
うに，公正で正義にかなった判決をしていただきたい
と思います。

以 上　

原告意見陳述書 	
（第4回期日：2015/2/18）　　　　　　　
　　　　　　
1　原発事故前の生活
私は、福島の地で長年住宅に関わる仕事をしてきてい
ました。そのキャリアをかわれ平成 15年に建築資材
メーカーの福島出張所長として採用され、勤務するよ
うになりました。平成 12年に郡山市に隣接する○○
市に土地を購入し、新築した自宅を事務所として借上
げてもらいました。家は、30年ローンを組み定年の
65歳までの返済でした。娘は、本件事故があった年
の 1月からようやく郡山にある結婚式場に就職でき、
目標であったウェデングプランナーの仕事にも付け、
今回の原発事故まで平穏な生活を送っていました。家
族 3人と愛犬とでこのマイホームに住み、定年まで働
くつもりでした。

2　原発事故直後のこと
平成 23年 3月 11日、私は盛岡に出張中に震災に合い、
交通機関が不通になり帰れず、当日は家族とも連絡が
取れませんでした。翌日の夕方に電気が復旧し、ホテ
ルでテレビを見ると信じられない事に福島第一原子力
発電所 1号機の爆発の映像が流れていました。すぐに
家族に連絡をとり、絶対に家から出ないよう連絡しま
した。自宅に戻ると近所の人から「この周辺に放射線
が飛散しているようだ」との情報があり、市の広報車
からも「屋内に留まり、できるだけ外出しないように」
とアナウンスがされていました。
　12日に 15日にかけ、1号機から 4号機まで、続け
て爆発事故が続き、身の危険を感じました。原発から
自宅までの直線距離が 59Km、すべてが爆発したら広
い地域が全滅する、原爆のような放射能被ばくが頭に
浮かび死の恐怖を感じずにはいられませんでした。今
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年結婚予定であった二十歳の娘からも「赤ちゃんがで
きていたら産めなくもなる、結婚も出来ない」という
悲痛な話が出て、母親と共にパニックになり、私もも
うこれ以上この場所にいれないと思い、避難する事を
家族で決めました。すぐさま荷物を車に積み、友人の
経営するアパートに愛犬を連れ家族 3人で逃げました。

3　避難後の生活

(1)県内に避難

私達は、友人の好意で会津若松のアパートに避難する
こととなりました。その避難生活の中では、福島県に
向かうタンクローリーの運転手が被ばくする事から
「福島に行かない」との理由で 4月初めまでスタンド
の閉鎖が続き、燃料の灯油を手に入れることが出来ず、
極寒の中で暖房も無いまま暮らす状況でした。また、
車も給油できず新潟の本社にも出社できませんでし
た。食料も十分に確保できず、友人から食べ物を貰い
凌いでいました。愛犬も連れて避難しましたがアパー
トでは飼えず、寒い中車の中に置いたままにするしか
なく大変な不憫な思いをさせました。そのようなみじ
めで、つらく理不尽な生活をここで送りました。

（2）自宅の高濃度の放射線汚染

私は、友人からガイガーカウンターを借り、3月 20

日に初めて自宅の放射線を測定しました。
何か所か測りましたが、その数字は驚くほど高濃度
で、測定不能ということで測定器のブザーがなり 9.99

μ SV／Hを示しました。10μ SV以上は計測でき
ない測定器ですので、それ以上の高濃度の放射能が自
宅の一面に飛散している事を現実として受け止めまし
た。公衆被ばく限度の約 80倍以上になり、当分、家
には帰れないと思いました。

（3）私の仕事と地位が奪われた

3月末に前日に何とか新潟までの片道分のガソリンが
確保でき、新潟にある本社へ出勤しました。役員から
は『福島営業所閉鎖が決定しました。会社を辞めて下
さい』と言われ、くびの通告を受け、目の前が真っ暗
になりました。最終的に解雇され長年かけ営業成績も
あげ、営業所長としての地位もやっと安定させてきま
したが、本件原発事故であっさり、その地位も奪われ
ました。

（4）娘の仕事が奪われた

娘は就職できたばかりの会社の上司から電話で今回の
震災特に原発事故でキャンセルが相次ぎ仕事が無く
なったので、まだ試用期間中だから辞めてもらいたい
と連絡があり、職を失うこととなりました。やっと希
望の就職先に就職できたのに本件事故のために辞めさ
せられ、娘はそのショックから立ち直れず一時はうつ
状態に陥りました。

（5）生活が奪われた

私達家族は原発事故のために皆が職を失い生活が成り
立たなくなりました。また、自宅は震災では一部損壊
にすぎず、義援金は全く受け取っていません。4月初
めに自宅の放射線を測定しましたが、依然として屋外
で 8～ 9μ SV、屋内でも 5～ 6μ SVの高濃度の放
射線汚染が続いていました。家族にとっては、思い出
が詰まった家、マイホームを持ち、なにも不自由なく、
一生過ごす事が当たり前だったはずの生活を奪われま
した。それだけでなく、この原発事故で、仕事も奪わ
れ住宅ローンの支払も出来なくなり、借金地獄となり、
私の人生が変わってしまいました。

（6）県外避難所

友人から借りたアパートを出なければならなくなり、
4月 20日無料の避難先として神奈川県箱根町へ向か
いましたが、途中で止む無く愛犬を知り合いに預けま
した。小田急の電車の中で私達家族が、避難者にみえ
たのかはわかりませんが、何列か後ろの人から『福島
県人は電車に乗るな、降りろ、移るから』と言われ、
ひどい屈辱を受けました。助けてくれた乗客もいまし
たが、あまりにも酷すぎる対応に悲しくなりました。
また、それを聞いて娘は、『死にたいくらい、何もか
も不安、どうしたらいいかわからない』と言いだしま
した。何とか妻が宥めその場を凌ぎました。
　ところで、災害救助法の第 2避難所の旅館では 1

日 3食で 5,000円しか出ないということで、被災者支
援として殆ど赤字で受入れている所が多く、各避難所
での避難期間も短く、また何故か、食事とる場所も隅
のほうに作られ、普通の宿泊者とは別にされました。
6日間しか、箱根町に宿泊できませんでした。その後
は東京から静岡県の下田市、伊東市の旅館、ペンショ
ンなど 5軒を 1週間～ 3週間くらいの期限付きで転々
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としました。あるペンションは早く出すためかどうか
わかりませんが、夜の食事は納豆と卵のみなど、いじ
めに近い差別を受け、他でも避難所で、相当な屈辱、
侮辱を受けました。7月 21日で第 2避難所受入れ終
了した為に、東京の姉の家、ホテルに宿泊しながら、
定住先の借上げ住宅を探しました。避難先は合計で 9

件となり、その疲れと、今後の生活に対する計り知れ
ない不安でいっぱいでした。愛犬も福島県内の知人宅
から支援している 3つの動物病院へ転々とさせてしま
いました。

（7）借上げ住宅での暮らし

原発事故により職を失い、48歳の私の再就職も難し
い中避難先から何社か面接を受け、やっとの事で 8月
から就職も決まり、8月 31日からは埼玉県の借上げ
住宅へ入居しました。愛犬は住居事情から止むを得ず
ボランティア施設に預けましたが、1か月に 1度程会
うたびに不憫でなりませんでした。犬も家族の一員で
す。このつらい気持がわかりますか。
月に一度一時帰宅し放射線を測りましたが、依然とし
て高濃度の放射線汚染は変わらず、管理していない家
は傷み、雑草だらけでした。住宅ローンも残され今後
の生活は不安だらけでした。とりあえず定住したと言
え、娘も会社の解雇から、避難のストレスで「うつ」
の繰り返しが続き、妻も避難先での疲れがたまり、今
までの 3分の 1の広さの借上げ住宅でのストレスで
不眠、出血などで体調が悪い状態が長く続きました。
コンビニへ車で行くと隣の車に乗っている母親が「福
島ナンバー」を見て子供に離れなさいと、慌てて逃げ
て行った様子とか、何度も車で煽られたり、嫌がらせ
を受けるのはしばしばありました。その年の 12月 24

日には数十台並んでいた駐車場の中で古タイヤをはい
た福島ナンバーの私の車だけが嫌がらせのようにタイ
ヤの盗難にあいました。
　このように私達家族は福島原発事故のために、苦し
いことを何度も経験させられながらもこれまで、生き
延びるために必死で耐えてきました
　埼玉での仕事は、私自身は一生懸命仕事を探しまし
たが、継続して職を得ようとしても、福島から避難し
てきたなどの理由で結局 3度転職し、また無職の期間
も長く続きました。自主避難ということで賠償金も支
払われず、無職の期間も長く生活が困窮しました。埼
玉県からもお金を借りました。2台あった自家用車も

1台売却しました。現在は 50歳になり派遣の仕事に
ついています。マイホームを持ち、働く場所もある事
があたり前だった生活を福島の原発事故により奪われ
ました。理不尽に感じながら狭い埼玉の借上げ住宅で
の不自由な避難生活は現在でも続いています。

4　国と東電に対して

（1）被ばく限度について

一般の人は、自主避難の人が理由もないのに勝手に逃
げたと考えている人も多いかもしれません。しかし、
それは違います。
私は、以前原発に関連する仕事もしたことがあるので、
少しは詳しいのですが、震災前の一般の人の被ばく
限度は年 1mSvです。しかし、原発事故後には ICRP

勧告を基に職業従事ではない一般の人の被ばく限度が
突然急激に引き上げられ、年 20mSvになりました。
日本では、放射線業務従事者と医療職の被ばく限度に
ついて法律がありますが、この変更前の男性の職業被
ばく限度と変更後の一般の男性の被ばく限度が同等に
なるまで引き上げられました。子供、妊婦、女性につ
いてさらに、大きく変えられました。放射線業務従事
者の中での子供と妊婦は緊急時であっても 8か月間
で 1mSv、女性は 3カ月間で 5mSv以下というもので
した。これが変更後は、期間が変更され女性について
は年間 20mSvを避難基準にしています。事故 3年後
のだいぶ遅れた除染前の時でさえ自宅では 2.3μ SV/

h以上ありましたので、まさに、以前の国の考えから
は当然避難すべき状態にあったことは明らかです。ま
た、自宅はモニタリング調査により年間 5mSv/毎時、
0.99μ Sv以上の重点除染地区に指定されています。
このことを福島県に聞くと国が決めたと明白な回答が
無く、その国の原子力規制委員会と原子安全保安院（オ
フサイトセンター）に聞くと、職業被ばく限度より従
業者で 4約倍以上、医療被ばくで約 16倍以上厳しい
事の矛盾点については委員会でも物議があり、あやふ
やなまま、きてしまった事、空白である事を認め、私
が法律に従って自主避難したことも正しいと言っても
くれました。緊急時といって女性などの被ばく限度を
勝手に急激に上げ、しかも、放射線従事者はカウンター
で正確に測り、私達一般人は何も持たず放置、内部被
ばく分の線量も無視されてきました。実際緊急の原発
作業員には女性がなることは禁止されています。私達
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の住んでいた地域が、事故後の自宅における測定値か
らすれば、以前の放射線職務從事者より危険にさらさ
れていたことは明らかです。
　爆発したから急に体が強くなる訳ではありません。
国は何を考えて安全だと考えているのでしょうか。
また、国の、これまであった職務従事者の被ばく限度
を一般の人にも同じ限度まで大幅引き上げるような無
責任な対応では、国は責任を果たしていません。また、
いわゆる被災者支援法に『放射線が人に及ぼす影響と
してはまだ科学的に解明されていない』とし、 自主避
難する権利を認めていますが、ほとんど何一つと言っ
ていいほど生活支援の対策はとられていません。
　これまで、年 1mSvが被ばく限度だったのですから、
福島原発事故により、放射線の危険にさらされた避難
指示を受けた区域外の人が避難するのは当たり前だと
思います。避難できなかった人の中にも、避難したかっ
たけれどもできないということであきらめた人が一杯
いるはずです。

　アメリカは半径 80km内にいたアメリカ国民に避難
勧告を出し、またイギリスは、東京以北のイギリス国
民に避難勧告を出したことから考えれば、事故を起こ
した国は、きちんとした避難対策をしなければならな
かったはずです。少なくとも、避難を望んだ人に対し
ては、避難指示区域と同等の保障や賠償がされてしか
るべきです。しかし、基本的に自主避難者対しては、
国がやるべきことをやらず、また東京電力がやるべき
賠償をしなかったために多くの辛い思いをさせていま
す。
　速やかに、自主避難をした人や、止むを得ず避難で
きなかった人に対し、きちんとした賠償が認められる
ように裁判所に求めます。

 以　上　 

原告意見陳述書
（第8回期日：2015/11/25）　　　　　　　
　　　　　　　　
平成 26年（ワ）第 501号等　　損害賠償請求事件
原　告　　
被　告　　国，東京電力株式会社

原告意見陳述書

2015（平成 27）年 11月 25日
さいたま地方裁判所第 2民事部合議係　御中

原　告　　河井　加緒理（ご本名での陳述を希望）

1　私は，福島第一原発事故で大量にまき散らされた
放射性物質による健康被害を避けるため，平成 23年
3月 14日，当時 5歳の長男と 3歳の長女を連れて，
いわき市の自宅から避難しました。事故後 4年半以上
たった今も，埼玉県内の県営住宅で避難生活を続けて
います。

2　自宅があるいわき市には，強制的な避難指示はあ
りませんでした。しかし，絶対安全と言われてきた原
発が，1号機，3号機と爆発を続ける一方で，「直ち
に健康に影響はない」との説明に終始する国の発言に，
「将来の子供たちの健康被害はどうでもいいのか」と
怒りがこみ上げ，もはや何も信用できなくなりました。
そして，とにかく子供たちを守るために避難すること
を決意しました。避難すると言っても，行くあてもな
く，ガソリンも水も十分にはなく，その先の不安を並
べたらきりがありませんでした。それでも，避難指示
で着の身着のまま避難を強いられた人よりは恵まれて
いることに感謝して，車 1台に最低限の荷物だけ積み，
とにかく子供たちを守りたい一心で避難しました。

3　栃木県に入り，ガソリンが底を尽きかけたところ
で，ようやく避難所を見つけました。避難所には，避
難指示を受けて避難してきた方も自主的に避難してき
た方もいましたが，協力して共同生活を送りました。
　しかし 4月に入ると，自主避難の方たちの会社や学
校が始まり，福島へ帰る人が現れ始め，避難者同士の
衝突が出てきました。私の子供たちは年配の男性から
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「お前らは帰れるんだからさっさと帰れ，こっちは帰
る家さえないんだ！！」と大きな声で怒鳴られました。
帰る家があっても安全は保障されていない。自然に囲
まれた安全安心な故郷を失ったのは皆同じなのに，自
主避難者は肩身の狭い思いをしなければなりませんで
した。当時は，いっそのこと「帰れない」と判断され
た方が諦めがつく，縁起でもないですが，また爆発し
ていわきも避難区域に入れば，と何度心の中で呟いた
か分かりません。こうした肩身の狭さから，私たちも
避難所を出て行かざるを得なくなりました。夫の会社
は再開しましたが，私は自分の仕事よりも子供を守る
ことを優先し，子供と私だけ避難することにし，私た
ち家族はバラバラの生活が始まりました。

4　避難生活の中で一番悔しく，今でもとても後悔し
ているのは，私の子育て方針にあった保育園を諦めざ
るを得なかったことです。私は，子供には自然の中で
伸び伸びと自由に育ってほしかったので，いわきでの
保育園選びはとても悩みました。そして，「水と土と
泥が子供の全ての学びの基本である」という斎藤公子
さんという方の理念を実践した保育園に共感し，子供
たちを通わせました。子供たちは毎日泥んこ真っ黒に
なって遊びながら基礎的な体をつくり，テレビやキャ
ラクターおもちゃに頼らずに自ら遊びを見つけ，想像
力を培います。紙おむつは使いません。保育園の先生
の集団指示もありません。周囲の状況から今何をしな
ければならないのか，自分で考えて行動する訓練をす
るのです。長男は小学校入学まであと 1年，この保育
園で学んだことの集大成となるはずでした。長女は，
この保育園で幼児期に必要なことをこれから沢山学ぶ
はずでした。

遠縁の親戚宅にお世話になりながら，埼玉県内で従前
の保育園の保育方針に近い保育園を探し，2つ見つけ
ました。しかし，一つは満員であり避難者だからと
いって優先できない，と断られました。もう一つの保
育園は，当選した県営の借上げ住宅から非常に遠く，
また僻地のため仕事がありませんでした。夫との二重
生活で経済的に苦しくなることは目に見えており，子
供たちを食べさせるためには仕事をしなければなりま
せん。遠縁の親戚宅にも長くはお世話になれないため，
とにかく明日住む家と明日食べる食べ物を確保するこ
とを優先せざるを得ず，希望の保育園に通わせること

を，諦めるほかありませんでした。

新しい保育園に通い始めた子供たちは，当初は戸惑い
もあったようですがテレビやキャラクターものの影響
を受け，「右にならえ」の集団保育に慣らされてしま
いました。幼児期はあっとう間にすぎ，二度と取り返
せません。あの時は，住む場所と食べる物を確保する
ためには，保育園を諦めるしかありませんでした。「普
通の保育園に通わせたからといって，具体的に問題が
生じたわけではないのだから，保育園を諦めたことく
らい大したことではない」という方もいるかもしれま
せん。でも，自分の子供に，安全な場所で，自分の子
育て方針に従って，子供に通わせたい保育園に通わせ
るという普通のことを，なぜ私たちだけ諦めなければ
ならないのでしょうか。そんなに贅沢を言っていると
は思いません。原発事故さえなければ問題なくできた
ことなのです。原発事故はそんな普通の希望を奪った
のです。この悔しさは，一生消えることはありません。

5　夫との二重生活が続く中で，子供たちも当初は「パ
パ，次はいつ来るの？」とせがみましたが，次第に口
にしなくなりました。精神的に余裕がなくなっている
私を見て我慢していたのかもしれません。夫とはすれ
違いが続き，事故があった年の 11月に離婚しました。
　子供たちも環境の変化で知らず知らずのうちに色々
な我慢をして，負担になっていたのだと思いますが，
ぜんそくの悪化，腹痛，発熱，鼻血など度々体の不調
を訴え，病院通いが増え，情緒も不安定になりました。
私は仕事を終え，子供たちを病院に連れて行き，お風
呂に入れ，夕飯を食べさせ，寝かせる，それで精一杯
でした。事故前も共働きでしたが，夫婦で協力できま
したし，精神的な余裕が全く違いました。自分でも情
けないのですが，自然の中で伸び伸びと育てたいとい
う自分の子育て方針は，精神的余裕がなくなると，ど
こかへ行ってしまいました。事故前は，休みの日には
海，山へ散歩に出掛け，四季折々の恵みを感じ，食し
ました。夜はベランダから子供たちと一緒に夜空を眺
めました。しかし，避難してからは，そんなことをす
る元気さえ無くなっていました。

先の見えない不安感が襲い，仕事で疲れているはずな
のに眠れない日々，突然襲われるめまいや浮遊感，精
神的にも肉体的にもギリギリの生活の中，イライラし
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て子供に怒鳴ってしまうことが増え，しかし子供に優
しくできない罪悪感にさいなまれました。子供には「マ
マのせいでい引っ越ししなきゃならなくなった。パパ
のところに行く。」と言われたこともありました。生
活保護だけは受けたくなかったので，子供を育てるた
めに仕事だけは続けなければと，体の不調を押して働
き続けました。職場では異動もあり，月に 1，2回土
曜出勤が必要となりました。まだ幼い子供たちを留守
番させて長女が自宅から居なくなってしまったことも
ありました。その時は，頭が真っ白になって，どうし
たらいいのか分からなくなるほどパニックになってし
まいました。

私は子供たちを守るために避難したはずなのに，親と
してやっていいことと悪いことも分からなくなって，
子供を十分に守れない，そんな精神状態に陥ってし
まっていたのです。避難生活は，家族の住む場所をバ
ラバラにしただけでなく，家族の心までもバラバラに
してしまいした。
　そして，避難生活が 2年になった平成 25年 6月に
限界が来てしまい，仕事に行けなくなりました。周囲
の全ての人から責められているような気がして，外に
出るのが怖くなってしまい，長女の保育園の送迎と買
い物以外は自宅に引きこもる生活になってしまったの
です。

6　近所では，私が仕事に出掛けなくなったことで，
「お金沢山もらってるんでしょ」「お宅は家賃払わなく
ていいんでしょうけど，わたしたちは皆，生活苦しい
中で家賃を払ってるんですよ」等と言われました。確
かに家賃負担がないのはとても助かります。でも，そ
れだけです。私たち自主避難者には数十万円の賠償金
が支払われただけです。それ以外は全て失いました。
自然にあふれた住み慣れた自宅で，家族で穏やかな日
常を過ごす，子供に自分の子育て方針で育てる，誰に
とっても当然の生活を原発事故で全て失いました。
　国にとって，私たち自主避難者は風評被害を助長す
る人，いわきや福島の方にとっては復興も手伝わずに
逃げた人なのでしょう。自分の選択が世の中から否定
され，いけないことをしているのだろうかと益々自分
を責めました。

7　そんなに追い込まれる前に，いわきに帰れるのだ

から帰れば良かったとのだと言う人がいるかもしれま
せん。
　しかし，事故前後で放射線量が 1ケタも違うのに，
どうして安全と言えるのでしょうか。一般の人が年間
に浴びても差し支えないと言われている国際放射線防
護委員会の年間 1ミリシーベルトという基準を，事故
前までは日本も支持してきました。しかし，日本は事
故後になぜか 20ミリシーベルトに引き上げて安全だ
と言い張っています。しかもこれは，標準的な大人が
基準です。それを，身体の小さな子供，妊婦さんなど
にも同じように当てはめているのです。そんな根拠の
ない曖昧な「安全」という言葉を誰が信じられますか。
公表されている線量は空間線量です。土壌にはもっと
高い線量の放射性物質があるのです。そんなところで，
子供たちを泥だらけにして遊ばせられるはずがありま
せん。
　低線量被ばくについては，科学的にはまだまだ解明
されていないことが沢山あります。健康被害を及ぼす
可能性が少しでもあるならば，それを回避したいと考
えるのは親としては当然のことだと思います。しかし，
国が一方的に線引きした避難指示区域以外は「自主避
難」と呼ばれ，何の補償もされません。「ホットスポッ
ト」と呼ばれる，現に空間線量の高い地域からの避難
も「自主避難」です。

8　私の心からの願いは，もちろん事故前の線量に戻
してほしいということです。でも現実にはそれは不可
能です。だからせめて，東電と国に対しては，きちん
と謝って欲しいのです。今まで福島の住民に沢山の嘘
をつき，情報を隠して，やるべき安全対策を怠った。
その結果，福島の人たちを分断し，私たちが築いてき
たささやかな幸せを全て奪った。その責任をきちんと
認めて，正面から謝って欲しいのです。そして，積極
的に情報開示してください。そうでなければ真摯に反
省しているなど到底言えません。口で謝るだけなら，
いくらでもできます。心から反省しているなら，どう
か姿勢で示してください。

東電は，これまで東電自身の責任についてきちんと裁
判の対応をしていません。「お金払ったんだから文句
ないでしょ」と言わんばかりです。お金をもらっても，
情報を隠したままで，自分の過失も認めずに，きちん
と謝ってもらえないのなら意味がありません。私はそ
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んなお金ならいりません。お金をもらうために，こん
な大きな犠牲を払ったのではないのです。私はそうい
う気持ちなのです。
　裁判官の皆さんには，どうか想像力を最大限働かせ
て，この原発で避難を余儀なくされた人の立場に立っ
て，そして，公正な判断をして欲しいと思います。そ
してこのような事故が二度と起こらないようにして欲
しいと思います。

以　上　

原告意見陳述書
（第15回期日：2017/3/22）　　　　　　
　　　　　　　　　　
平成 26年（ワ）第 501号等　　損害賠償請求事件
原　　告　　30世帯 99名 

被　告　　国，東京電力ホールディングス株式会社

原告意見陳述書

2017（平成 29）年 3月 22日
さいたま地方裁判所第 2民事部合議係　御中

原　告　Mさん（第 4次訴訟から参加）

1　はじめに
私は、福島第一原発事故が起きるまで、福島県の広野
町で、夫と長女の 3人で生活していました。原発事故
が発生し、大量に拡散した放射性物質による健康被害
を避けるため、仕事で福島を離れられない夫を残し、
長女と 2人だけで埼玉県に避難し、その後、夫と合流
して、いわき市内の借上住宅で避難生活を続けてきま
した。今月いっぱいで借上住宅の支援が打ち切られる
ことに伴い、広野町に戻ることになり、現在、引越を
しているところです。

2　原発事故前の生活
原発事故が起きる前の生活について少しお話いたしま
す。
私も夫も広野町で生まれ育ちました。近くに互いの実
家があり、学生時代の友人との交際もあり、夫は広野
町役場の職員、私は小学校の支援員をしていました。
原発事故の前の平成 20年 2月には、念願の自宅を新

築しました。自宅は、300坪の敷地で、庭でブルーベ
リー、スイレン、ハーブ類など様々な植物を育て、海
にも近く、四季折々の自然の恵みがありました。
夫婦の願いがかない、平成 22年 4月に、長女が誕生し、
新しい自宅で家族 3人、正月、雛祭り、七夕、十五夜、
クリスマスなど季節のイベントを大切にしながら過ご
し、家族の将来を思い描き、長女が 1歳になる平成
23年 4月から二人目の子どもを授かる準備をするこ
とに決めていました。

3　原発事故の発生と埼玉への避難
福島第一原発の事故は、このように新しく動き出した
私たち家族の平和な日々を、突然、根こそぎ奪ってい
きました。
3月 11日の地震発生後、夫は、役場職員として住民の
避難にあたらなければならず、私は、まだ 10か月の
長女を連れて、実家の親たちと避難しました。当時は、
夫も私も携帯電話を持っていなかったので、相談もで
きず互いの安否を確認することもできませんでした。

12日未明ころ、原発が危険でみんなが逃げている話
を聞いたので、避難場所を求めて移動を始めました。
この日の夕方、夫が同僚の携帯電話を借り、私と一緒
に避難していた叔父宛に電話をかけてきてくれまし
た。夫は、「原発が爆発したが、組合の役員である私
と 3人の同僚は、避難を拒否している町民を全員避難
させるまで、町長と一緒に最後まで残ることになった。
最悪、私は放射能の影響で死んでしまうかもしれない
が、あなたと長女が避難してくれれば、安心して、残っ
た住民の避難対応ができるから、気にせず逃げてほし
い。」と電話の向こうで泣いていました。あのときの
ショックは今も消えず、思い出すと涙が出ます。その
後、避難場所を探して移動しているうちに車のガソリ
ンが少なくなったので、ガソリンの確保も考えて、い
わき市内のホテルに宿泊しました。

13日、さらに遠くへ避難することになりましたが、
私たちは、着の身着のままで自宅を出て財布さえ持っ
ていなかったので、恐怖を感じながら、広野町の自宅
に必要な物を取りに戻りました。広野町役場の前は、
消防車や自衛隊の車でいっぱいで、国道も裏道も、ど
こまでも車の列で、見たこともない異様な光景の中を、
夫を残し後ろ髪を引かれる思いで、広野町を脱出しま
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した。
　すでに放射性物質が拡散していたわけですが、私た
ちは、どこに逃げるのが安全なのかもよくわからず、
車を走らせ、車内が暑くなって一時窓を開けたままに
しましたが、今も、このことを後悔し続けています。
その後、平田村の避難所に入りました。仕切りもない
場所で長女に授乳しなければならないのが恥ずかし
く、また、長女の夜泣きがあるので隅に場所を移動し
ましたが、他の避難者に迷惑をかけていると思い、肩
身が狭く申し訳ない気持でいっぱいでした。
危険なので、さらに遠くに避難した方がいいというこ
とになり、3月 18日、埼玉県三郷市の避難所へ移動
しました。

4　埼玉での母子避難と福島に残った夫の状況
三郷市では、初めは体育館で過ごし、床には、次第に
畳が敷かれ、スペースが割り当てられ、班が決められ
ていきました。避難所内で胃腸炎が流行し、私と長女
も感染して隔離室に入りました。
長女の前歯で片方の乳首が傷付いてしまい、母乳で育
てていたので市販のミルクは飲んでくれず、離乳食も嘔
吐し、仕方なく、飲み過ぎで出なくなったもう片方の母
乳を与えたり、市販のゼリーを与えたりしましたが、初
めての子育てであった私は、これでは栄養失調で死な
せてしまうのではないかと不安に怯えていました。

赤ん坊を抱えた私を周囲の人が気遣ってくれました
が、例えば、避難者が交代で行う配膳当番に、長女の
面倒を見ていて協力できないことがあり、陰口をたた
かれ、肩身が狭く居場所がないと感じたりしました。
5月から、さいたま市内の旅館に滞在させていただき
ました。このころから、夫は、ほぼ毎週末、無理をし
てでも、車で片道 3時間かけて、福島から娘に会いに
くるようになりました。
旅館のみなさんにとてもよくしていただきましたが、
近所の住民から、実は赤字を出して避難者家族の支援
をされているとお聞きして、大変申し訳ない気持にな
り、借上住宅の応募開始と同時に申込み、8月からさ
いたま市内の借上住宅に入居することになりました。

他の避難者家族から離れ、1歳の長女と二人だけの生
活が始まりました。すぐ会える親戚や友人もおらず、
避難者だと知られたくないので引きこもりがちにな

り、平成 24年 1月ころまでほぼ誰とも会わず孤独な
日が続きました。借上住宅の狭い部屋で、長女の泣き
声が隣近所に迷惑をかけるのではないかと気になり、
ストレスから長女を怒りすぎたりと、自分は母親失格
だと思う日が続きました。夫は、原発避難に伴う業務
の増加で鬱になった同僚の分の業務と原発事故後の対
応に追われ残業が続く状態の中で、毎週末、無理をし
て車で往復 6時間行き来していましたが、その夫が
交通事故を起こさないかという不安、慣れない単身生
活での食生活や健康面の心配、夫と離れ離れとなり大
きく狂った第二子の出産計画のためもう第二子を授か
らないのではないか、夫は役場での責任もあり離職す
ることは考えられずこのまま離れ離れとなり離婚する
ことになるのではないか、長女が内部被ばくで将来が
んを発症しないか、福島県の人間ということで、将
来、白い目で見られて就職や結婚で不利になるのでは
ないか、放射能が広野町から消えることはなく町が元
の状態に戻ることはないのではないかなど、一人で将
来のことを色々考えて悲観的になり死のうかと考えた
り、精神的におかしくなるのではと思うことが何度も
あり、夜中に一人で泣き、気持がだるくて起きられな
い日が続きました。

福島に残った夫は、いわき市内の借上住宅に単身で入
居し、原発事故直後から、パトロールや住民の避難等
の対応に追われ、平成 24年 1月からは、他の課に先
駆けて、広野町の庁舎で勤務するようになり、平成
24年の夏の被ばく検査では、初期被ばくが推定 1000

ベクレル以上という結果でした。
私は、平成 24年 2月から長女を週 3日無認可保育所
に預けることができ、夏ころから顔を出し始めた避難
者の交流会でも知り合いが増えてきて、少しずつです
が、気分転換ができるようになりました。

5　避難を続けることの難しさや葛藤について
私たちは、原発事故のため生活の基盤を失い、家族が
離れ離れになりました。
しかし、自分たちの状況を、わかってもらうのはとて
も困難でした。

例えば、原発事故前に新築した広野町の自宅のローン
を、避難中も払い続けなければなりませんでしたが、
近所の人には、「そんなの、誰にでもあるわよ。」と言
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われ、お金を払っているのに家に住めず、そのため家
が劣化していく、その理不尽さがわかってもらえない
と、悲しくなったことがあります。
また、避難指示区域以外から避難していた自主避難の
友人が、避難指示区域内の避難者の人から、「自主避
難の人は家に帰れていい。」「自主避難の人には自分た
ちの気持はわからない。」と言われたことがありまし
た。避難指示区域内の人の苦しみもわかりますが、放
射線から子どもを守るため、賠償金もほとんどなく、行
政の支援もなく周りや自分の家族との確執を感じながら
意を決して避難をしている自主避難の人の立場を思う
と、すべては原発事故が原因なのに、なぜ避難者同士
が対立しなければならないのかと、胸が痛みました。

平成 24年 3月、広野町に出されていた避難指示が解
除され、私たちは、やむにやまれず避難させられたと
いうのに、自主避難という立場に変わりました。
まだ 1歳の長女が放射線に被ばくするリスクを考える
と、自宅がある広野町はもちろん、夫が避難中のいわ
きへも、本当は帰りたくありませんでした。
しかし、「まだ戻れる状況ではない。」と言えば、「帰り
たい人の邪魔をするな、復興の妨げをするな。」と中傷
され、「県外に避難して近くにいない人には広野を語る
資格などない。」と言われ、県外避難は悪いことなのか
と悩み、福島からの広報が届くたび復興に参加できな
い自分が責められているように強く感じました。
加えて、単身で慣れない生活を続ける夫が毎週末埼玉
といわきの遠距離を往復する負担やリスク、日々成長
していく長女の子育てに関われない夫の辛さ、埼玉と
いわきの二重生活による家計の圧迫など、遠く離れ離
れの生活を続けることはもう限界でした。

6　埼玉からいわき市への転居
そのため、幼少の長女のことを考えると本当は、いわ
き市であっても帰るべきではないと思いながらも、平
成 24年 11月、私と長女は、夫のいるいわき市に転
居することになりました。
原発事故から 1年半以上がたち、長女と 2人だけの
母子避難が終わり、いわき市で、ようやく家族 3人で
生活できるようになりました。

しかし、予想はできたことですが、いわき市では、賠
償金への嫉妬など、埼玉に避難しているときよりも、

避難者への厳しい目がありました。私の親が住む仮設
住宅では金品が盗まれたり、車が壊されたこともあり、
避難者への不満をあちこちで聞きました。「広野は帰
れるでしょう。」「今住んでいる住宅は無料なんだよね
…」と言われたこともありました。そのため、肩身が
狭く、自分たちが避難者で、特に、広野町の住民だと
いうことを嘘をついて隠し、びくびくして生活する毎
日が続きました。

7　広野町への帰還
いわき市での避難生活が 4年を超え、原発事故から 6

年になり、政府による借上住宅の支援が、今年の 3月
いっぱいで打ち切られることになりました。
広野町は、まだ医療や教育などのインフラの整備も不
十分で、広野小学校の入学予定者は事故前の 3分の 1

の 25人程度です。原発事故は町を一度殺したのだと
私は思っていますが、中でも、子どもが安心して育つ
環境や教育環境を壊したことは致命的で、悔しくてな
りません。
広野町には、いわき市以上に山林等があり、未だ除染
されていない場所も多く、除染が終わった自宅周辺で
も、放射線量が高い場所もあります。この春、小学校
に入学する長女は、遊び盛りで砂利や土、植物を触っ
たりするので、本当は、以前と変わらず放射線の影響
が心配でなりません。
その一方で、私たちの人生において避難している時間
とお金は非常に無駄で、早く家に帰って庭を整備し家
を修理したいという思いもあり、いわき市の借上住宅
から広野町の職場へ往復約 100キロを毎日通勤して
いる夫の事故も心配であり、悩み続けてきました。
様々な迷いや葛藤がある中で、借上住宅の支援も打ち
切りとなり経済的負担も大きくなることから、今月末、
広野町の自宅に戻ることにしました。

8　最後に
原発事故は、広野町での私たちの生活を根底から壊し
てしまいました。
私の本当の願いは，事故が起きる前の、子どもたちも
安心して生活できる自然豊かな広野町を返してほし
い、私たちの生活を元に戻してほしいということです。
原発事故さえ発生していなければ、私たちは地震の被
害を修復し、もっとずっと早い時期に、自宅に戻り、
原発事故前の生活を取り戻すことができたはずです。
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夫と離れて暮らすこともなく、いわき市で不妊治療を
受ける必要もなく、今ごろ第二子を育てられていたか
もしれません。
原発事故さえなければ、避難者同士が対立させられた
り、放射線や避難や帰還のことで、様々な悩みや葛藤、
苦しみを抱え続けることもありませんでした。　
今後、借り上げ住宅の打ち切りによって自宅には戻り
ますが、それは決して安全だと実感したからというこ
とではなく、精神的にも経済的にも、状況的にも追い
詰められたからです。その悩みは、時を経ても発生当
初からほとんど変わっておらず、これからもずっと私
たちを死ぬまで苦しめていくと思います。
東電と国は、その責任を怠って原発事故を発生させ、
町を一度死なせてしまったのだと私は思っています。
今の町の状況から元に戻ることができた姿を見るの
は、私が生きている間に果たして可能なのだろうかと
さえ思います。

賠償金を払ってすべてが解決できるということはあり
ません。過失を認めて謝罪していただくことや情報の
開示は当然のことです。それだけではなく、自分たち
がどのようなことをしたのか、構成員一人一人にきち
んと受け止めていただき、こういった状況の中でどの
ような姿勢であるべきかなど改めて実感し実践してい
ただきたいと思います。もっとできることはあるはず
です。私たちの心を逆なでするのではなく、真摯な対
応をしていただきたいと思っています。
裁判官の皆さんには、人間の生活を破壊し、終わりの
ない、耐えがたい苦痛を生む、このような事故が二度
と起こらないよう、公正なご判断をしていただきたい
と心より願っています。

以　上　

代理人意見陳述
2018年5月16日　福彩訴訟第21回期日

＊以下は原告本人による意見陳述ではなく、意見陳述書の要旨を代理
人弁護士が代読したものです。
平成26年（ワ）第501号ほか
原　　告　　外
被　　告　　国，東京電力ホールディングス株式会社

代理人意見陳述
（世帯番号8，18，24の原告ら個別損害について）

平成30年5月16日
さいたま地方裁判所第2民事部　御中
原告ら訴訟代理人弁護士　吉　廣　慶　子　外

第1　世帯番号8の原告らについて
1　平成23年3月まで、原告8－2（以下「私」という。）は、
夫と、小学2年生の双子の子供たちとともに、福島で
平穏に過ごしていました。
　平成23年から、私と子供たちは埼玉に避難してい
ます。夫は福島に住んでいます。子供たちは、父親と
離れ離れのまま、この春、高校生になりました。
　私たち夫婦は、福島で、夫婦で、子供を育てていく
予定でした。しかし、原発事故によって、私たち夫婦
の人生設計が、大きく変わってしまいました。

2　私と夫は、もとから福島出身です。そして、結婚
をして福島で家を買いました。家は、学校のすぐ隣で、
山や自然が近くにあって、市街地も近くにあって、子
育てにいいところでした。私たち夫婦は、そういう家
を買って、子供を育てていこうと思っていました。い
ざ子供を授かってみると、双子でした。もちろん、二
人の子供を育てるのは本当に大変でしたが、私の家の
周りには、習い事教室や町内会、子供会の活動、夫の
両親の手伝い等、子育てを支えてくれる環境がたくさ
んありました。また、家も、一人一部屋用意できまし
たので、健やかに育てることができました。

3　この状況は震災で一転しました。震災直後、私た
ち夫婦も、避難をするかはとても悩みました。しかし、
9歳の子供たちのことを考え、私の実家への避難を決
意しました。
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4　避難してみて、一番大きな影響は、夫と子供たち
の別居です。
　夫は、子育てでの大事な局面で、夫は十分にかかわ
ることができませんでした。子供たちは、小学校の低学
年から父親と別居し、そのまま小学校も、中学校も卒業
して、埼玉の高校に進学してしまいました。子供たちの
反抗期に、夫は私とともに子供をしつけ、導けませんで
した。子供たちは、進路の悩みも、父親に相談できま
せんでした。もちろん、夫は頻繁に埼玉にきて、子供た
ちと会っています。しかし、そうはいっても、父親には
埼玉の進学事情や子供の成績が十分にはわかりません。
だから、息子は父親に相談しませんでした。避難がな
ければ、こんな関係にはならずにすんだはずです。

　また、夫も一人暮らしで寂しい思いをしています。
コンビニの弁当を食べているようです。月に数度、埼
玉を訪問するのも負担のようです。
　さらに、子供たちにとっても、環境の変化による影
響はとても大きいものでした。福島の友人と離れ離れ
になってしまいました。習い事もやめてしまいまし
た。部屋の数も減って、自分の部屋がなくなってしま
いました。子供たちは、今も、自分で努力して福島の
友人との交流を維持しています。
　避難して、家計も逼迫しました。これらの苦労すべ
て、原発事故さえなければなかった負担です。
　今なお、避難を継続するか否かについては悩みもあ
ります。福島の安全性はどうなのか。国を含めて、誰
もが、「自分は正しいから自分を信じろ」といって様々
な情報を出しています。しかし、誰を信じてよいのか、
私には分かりません。子供たちの甲状腺に嚢胞が見つ
かりました。私は、子どもの健康に大きな不安を持っ
ています。

5　これまでの言い分でお分かりの通り、私たち家族
の生活プランは、原発事故のせいで、その避難をきっ
かけに、台無しになってしまいました。私たちの、今
なお捨てられない、「本当は福島で子育てできるはず
だったのに」という思いを酌んでください。

第2　世帯番号18の原告らについて
1　原告18－1（以下「私」という。）は，放射性物質によ
る健康被害を避けるため，当時5歳の長男と3歳の長
女を連れて，いわき市の自宅から避難しました。現在

も埼玉県内の県営住宅で避難生活を続けています。

2　私は、夫、長男、長女と共にいわき市で生活して
いました。長男の出産を機にマイホームを購入し、家
族4人で、この自宅で、このいわき市でずっと過ごす
つもりでした。これは、私たち夫婦のそれぞれの経験
に基づく、夫婦の共通の願いでした。共働きでしたの
で、夫婦で家事育児を協力し、日常生活の中では四季
折々の自然の恵みを十分に味わい、平穏な家族生活を
送っていました。
　それが、この原発事故で一変しました。第1、第3

原発の爆発をみて、とにかく子供の健康を第一に考え
母子避難を始めました。しかし、避難生活の中、沢山
の苦労と葛藤を繰り返しました。

3　最初にぶつかったのは子どもの保育園の問題でし
た。私は子どもたちには、毎日泥んこ真っ黒になって
遊びながら、大自然の中で伸び伸びと育ってほしいと、
私なりのこだわりを持って育てていました。いわき市
で通わせる保育園を決める際には、この点はとても重
視ました。埼玉でも私の願いを実践できる保育園が見
つかりました。しかし、子どもたちの安定した生活を
確保すること、すなわち住まい、食事、そのための仕
事を確保することをまずは優先しなければならず、希
望の保育園に通わせることは断念せざるを得ませんで
した。わずか1週間の中で苦渋の決断でした。原発事
故がなく、いわき市で普通に過ごしていたら容易だっ
た普通の願いを奪われた悔しさは一生消えません。

4　また、私は原発事故があった年の11月に離婚をし
ました。避難に対する考え方の違いから、夫婦のすれ
違いが続き、その溝は埋めようもなく深くなってし
まったのです。私にとっては子どもの命が何物にも代
えがたい最優先するべきものでしたが、いわきで生ま
れ育った夫にとってはそれと同じくらい、いわきも捨
てられない土地だったのだと思います。原発事故がな
ければ、住む場所のことで、夫婦が離婚しなければな
らなくなることなど、決してなかったと思います。
　原発事故によって、母子避難をし、父親と日々一緒
に生活することを子供たちから奪っただけでなく、両
親が揃わなくなってしまったことついて、子どもたち
に対する罪悪感はとても大きいです。また、子どもた
ちはとても傷付いたと思います。
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5　母子避難を始めてから、子どもたちには、心にも
体にも相当の負担がかかっていたのでしょう。あちこ
ち体の不調を訴えました。仕事に家事、育児、病院通
いの中で、私も徐々に精神的余裕をなくしました。先
の見えない不安感、突然襲われるめまいや浮遊感が現
れ始め、仕事で疲れているはずなのに眠れない日々が
続くようになりました。イライラが募って子どもに怒
鳴ってしまったり、逆に罪悪感にさいなまれました。
精神的にも肉体的にもギリギリの状態でした。そして
ついに、家から外に出られなくなりました。周囲から
すべてを非難されているような気持ちになり、外に出
ることが怖くてたまりませんでした。原発事故は、私
たち家族の住む場所だけでなく心までバラバラにして
しまったのです。
　原発事故は私たちの普通の生活を全て壊してしまっ
たのだということを国にも東電にも、きちんと認めて
謝ってほしいのです。

第3　世帯番号24の原告らについて
1　原告24－2（以下「私」という。）は、本件事故当時、
福島第1原発から約3㎞ほど北西側の方向にある双葉
町で、夫や子らと家族で生活していました。
　私と夫は、すでに仕事を退職し、海釣りに勤しんだ
り、また地域の活動に力を入れるという生活をしてい
ました。働き盛りを迎えていた同居の2人の子は、そ
れぞれ地元の職場に勤務していました。

2　本件事故のため、私たちは双葉町からの避難を余
儀なくされました。当初の避難先であった親族宅や実
家が、避難指示の区域に続々編入され、私たちは、本
件事故発生後わずか5日の間に、ほぼ着の身着のまま
の状態で、4回も5回も、避難先の変更を余儀なくさ
れました。慌ただしい避難とそれに伴う環境の急変の
中で、途中から避難行動を共にした私の両親は、とも
に体調を崩し、父親はこの年の7月に他界しました。
避難前の父親は、高齢だったとはいえ、死に瀕してい
るような状態にはありませんでした。結局、私は、両
親いずれとも死に目に会えませんでした。本件事故に
よる避難がなければ、このようなことはありえなかっ
たと思います。

　埼玉への避難後、私たちは旧騎西高校の避難所にお

いて、1年数ヶ月にわたる避難生活を送りました。か
つて高校の教室であった部屋では、別々の数家族が、
隣り合わせの生活となり、私たちは、かつてあまり反
りの合わなかった家族とも、間仕切りを高くする等し
て、当たり障りのない生活をすることに努めました。
私たち皆が、狭い避難所で、食事や息抜き等も極めて
限られた範囲に止められる中、自分の殻に閉じこもる
ような生活を続けました。

3　私たちの親族は、本件事故前、双葉郡やその周辺
で、お互いさほど遠くない地域に生活し、法事や盆正
月、農繁期をはじめ、お互い頻繁に行き来をしており
ました。私の母もまだ元気で、私や姉とでちょくちょ
く出かけていました。米はいつも分けてもらい、他で
買う必要はありませんでした。しかし、本件事故によ
る避難の強制で、私たちも親族らも、皆遠く、散り散
りとなってしまいました。お互いの交流はほぼ途絶え
ました。また、私の家族の中でも、ささいなことから、
お互いの関係がもつれがちとなり、会話も途絶えるよ
うになってしまいました。
　夫は、双葉町としての繋がりをなんとか保ちたい
と、旧騎西高校の避難所が閉鎖される直前まで、敢え
て残っていました。しかし、避難所は閉鎖され、ア
パートへ転居した夫は、ひたすらテレビを見たり、
黙って座っていることが多くなりました。

4　双葉町の私たちの住まいのあった場所には、中間
貯蔵施設が出来ることになっています。私たちには、
戻る家がないということです。双葉町に存在していた
コミュニティ、そして私たちの「ふるさと」は、完全
に破壊されました。私たち家族の誰も、福島県へ帰る
考えすらありません。仮に避難指示が解除され、大丈
夫と言われたとしても、もはや被告国や被告東電に対
する不信感は、ぬぐうことができず、到底帰るという
考えにはなれないのです。
　自然に囲まれた長閑な双葉町での生活を取り戻すこ
とが出来ないと思うと、深く悲しみに沈んでしまいま
す。なので、そういうことは考えず、日々の生活に没
頭し、常に前を向くよう努力し続けています。
　被告らには、原発事故の現実を受け止め、被害者の
目線に立って、責任や賠償のことを真剣に考えてもら
いたいと思います。

以　上　
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代理人意見陳述
2018年7月25日　福彩訴訟第22回期日

平成26年（ワ）第501号ほか
原　　告　　30世帯96名
被　　告　　国、東京電力ホールディングス株式会社

代理人意見陳述
（世帯番号2、5、13の原告ら個別損害について）

平成30年7月25日
さいたま地方裁判所第2民事部　御中

原告ら訴訟代理人弁護士　吉　廣　慶　子　外

第1　世帯番号2の原告らについて
1　本件事故当時、私たちは、浪江町に居住していま
した。
　私の夫は、本件事故時、定年退職していましたが、
退職してから海釣りなどをして穏やかな日々を送って
いました。私も、町内にあるパークゴルフ場で友人達
とプレーしたり、近所の人たちとおしゃべりをした
り、双葉町の畑で野菜を育てたりするのが日々の生活
の癒しになっていました。母も、高齢でしたが、私と
の他愛のない日々の会話をとても楽しみにしていまし
た。また、孫たちが、時々、私たちのところに遊びに
来てくれていたので、自然の中で一緒に遊び、とても
充実した時間を過ごしていました。
2　しかし、そんな私たちの幸せな生活は、この事故
をきっかけとして全て失われてしまいました。
3　私たちは、本件事故の翌日である平成23年3月12

日から各地を転々と避難しました。最初に避難した体
育館は、ひどい寒さや食糧不足、プライバシーが確保
されないこと等により極めて劣悪な環境だったのです
が、そのような環境下で私の母の体調が突如として悪
化し、以後、私は、母の介護も余儀なくされることに
なりました。私は、長期化する先の見えない避難生活
に加え、昼夜を問わず母の介護までしなければならな
くなり、多大なストレスを感じるようになりました。避
難直後からずっと慢性的な睡眠不足に悩まされ、現在
に至っても脱毛などの体調不良に襲われ続けています。
4　私の長男も避難生活中は、自分の部屋を持つこと
すらできず、「この生活がいつまで続くのか」と常に

絶望的な気分だったようです。また、避難生活中も仕
事を探していましたが、どこに居住するかが決まらな
いと就職先も決めづらく、強い不安と焦りに襲われて
いました。
5　また、私は本件事故をきっかけに近所の人たちや
友人と離れ離れになってしまいました。夫も、近くに
気心の知れた友人が一人もいなくなってしまい、孤独
な時間が多くなりました。自然の中で過ごす孫との時
間も奪われました。趣味を楽しむ心の余裕もありませ
ん。私の弟夫婦は、一時的な避難先として自宅を提供
してくれましたが、実際に一緒に生活してみると、お
互いに不自由なことが多く最終的には関係が悪化して
しまい、今では連絡も取りあっていません。私の長男
が通っていた双葉高校は、甲子園にも出場したことの
ある伝統校ですが、本件事故により休校となってしま
いました。私たちは、後輩達の活躍を楽しみに応援す
ることもできなくなってしまいました。
6　しかも、私たちが最初に避難した津島小学校があ
る津島地区は、風向きの関係で高濃度の放射性物質が
降り注いだ地区でした。私たちは今も、この時の被ば
くによる将来の健康被害に強い不安を覚えています。
しかも、この不安は生涯続きます。
7　私たちには、あの事故から人生設計が何もかも
狂ってしまったという思いが強くあります。
8　結局、母は、ふるさとには戻れないまま、平成27

年1月4日、避難先で一生を終えました。母は気配り
をする人だったので、突然の度重なる環境の変化によ
り、少しずつストレスが溜ったのだと思います。長ら
く住んできた浪江町の自分の家で、安らかな最期を迎
えたかっただろうと思うと残念でなりません。
9　事故前に住んでいた浪江町は、避難指示が解除さ
れたとはいえ、周辺に買い物をする場所も十分な体制
が整った病院もなく、殆ど人が戻っていない状態で
す。国や東電が「避難指示が解除されたので戻れます」
と言っても、7年前の環境とは全く違い、戻ることな
ど現実的に不可能です。
　是非、裁判所には私達の被害の実相を理解して頂き
たいと思います。

第2　世帯番号5の原告らについて
1　原告5－1（以下「私」という。）は、原発事故が起きる
まで、富岡町の自宅で、妻、長男と暮らしていました。
　住みなれた富岡町の生活環境は私たちにとっては理
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想的で、何一つ不満はありませんでした。原発事故が
なければ、私たち家族は、富岡町で一生を暮らしてい
くつもりでした。
　ところが、原発事故によって、避難を余儀なくされ、
私たちの幸せな生活は一変してしまいました。
2　まず、避難生活は非常に大変でした。私は、原発
事故が起きる少し前に交通事故に遭い、左足に重症を
負っていました。約3か月間入院し、退院後も定期的
に通院が必要な状態で、朝晩のガーゼ交換は欠かせ
ず、常に清潔に保っていることが必要でした。
　原発事故は、このような状況の中、起こりました。
　私は、足の怪我の治療を継続中に避難を余儀なくさ
れたのです。避難中は車上生活や度重なる移動をしな
ければならず、負傷した身体に重い負担をかけたう
え、傷口のガーゼ交換もできず、衛生面で非常に問題
がありました。避難中に治療を引き受けてくれる病院
はなかなかみつからず、転々とたらい回しにされ、結
果として私の足の怪我は後遺障害10級11号の認定が
なされることになりました。私は満足に歩くことがで
きず、家族の介護がなければ日常生活もままならない
日々を送りました。
3　また、私は退院後、元の職場で仕事に復帰し、従
前と変わらない収入で働くことができていました。そ
れが、原発事故の後、会社は事業再開のめどが立たず
廃業となり、私は職を失ってしまいました。原発事故
後、就職活動を試みましたが、足に後遺障害の残る私
を採用してくれる会社はいまだ見つかりません。
4　私の親族は事故前、みな富岡周辺に暮らしていた
ため、多くは避難者として大変な思いをしました。し
かし国による避難指示の恣意的な線引きにより、賠償
金に相当格差が生じました。避難により等しく苦労と
被害を受けたにもかかわらず賠償額が大きく異なるこ
とに、従前仲が良かった兄弟間にもやっかみや妬みが
生じ、事故後、兄弟の関係がこじれてしまいました。
以前は頻繁に行き来していたのに、今は連絡も途絶え
ています。原発事故により、親族関係にも修復困難な
被害が生じてしまったのです。
5　私は、原発事故によって、身体の自由を失ったば
かりか、家、仕事、親族との関わりさえも失い、以前
の暮らしとはありとあらゆる面で全く異なる暮らしを
余儀なくされています。原発事故さえなければ、この
ようなことにはならなかったはずだと思うと、本当に
つらく、悔しいです。

6　私の妻は、原発事故以前からめまいの症状を患っ
ており、ストレスが最大の誘因因子であると言われて
いました。しかし私たち家族は避難先で、福島県出身
であるというだけで周りから白い目で見られました。
息子は、福島出身であることから避難先の学校で「近
寄るな、放射能がうつる」と言われるなどのいじめに
も遭いました。もともと活発だった息子が元気を失っ
ていく様子は、親として本当に心を痛めました。妻は、
ただでさえ慣れない避難先で、私の介護という身体的
な負担がかかっていたのに加え、息子の精神的なケア
もしなければなりませんでした。見知らぬ土地での慣
れない生活、賠償手続の対応等、様々な問題や負担が
降りかかり、妻は持病を次第に悪化させ、1週間以上
寝たきりになっていることも幾度かありました。原発
事故を起因とする様々なストレスが妻の持病を悪化さ
せることになってしまったのです。
7　息子に対するいじめは、「放射能が移る」「触るな」
「帰れ」と心ない言葉を容赦なく浴びせられ、仲間外
れにされるばかりか、物を盗られ、眼鏡を壊されるな
ど直接的な被害にも及ぶものでした。息子は、同級生
に恐怖を感じ、一人で登下校をすることができなくな
り、私たち両親が毎日車で送り迎えをしなければなら
ないほどでした。小学校の高学年から中学校卒業にい
たるまで、長男はいじめにおびえる日々を過ごしまし
た。思春期の大切な時期をいじめにおびえながら過ご
さざるを得なかった息子の無念さは計りしれません。
8　このように原発事故によって私たち家族が被って
きた様々な辛い思いは、そう簡単に言葉では言い尽せ
ません。被告らには、原発事故が及ぼした影響の大き
さを改めて考え直してほしいと思います。

第3　世帯番号13の原告らについて　
1　世帯番号13－1（以下「私」という。）は、本件事故前
は浪江町で、妻と2人の息子、父母と6人で暮らして
いました。家族全員が、浪江町で生まれ、育ってきま
した。
2　私の家では代々稲作を生業にしており、浪江町で
も大規模な農家でした。私の父は、田圃が命であり、
楽しみであり、生活のすべてのような人でした。私の
母も妻も、主婦として家を支え、息子も将来は農業を
継ぐつもりでいました。私も含め、春から秋にかけて
は、休む暇もなく、農作業に没頭しました。
　私たち家族は皆、田圃を愛し、農業に誇りを持って
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いました。私自身も、一生農業を続けるつもりでした。
農業を生業とし、自分たちが育てた米と野菜を食べ、
川や海の恵みを享受し、浪江町の自然の中で、幸せな
生活をしていました。
3　本件事故によって、浪江町に避難指示が出たため、
私たち家族は埼玉県に避難しました。埼玉県の避難先
は、3LDKのマンションです。3LDKのマンションに
6人で暮らすことは、福島の自然の中でゆったりと生
活していた私たち家族にはあまりに辛く、家族はみな
精神的な余裕がなくなってしまいました。突然知らな
い地域に来て、家に帰れる見通しも立たず、家族は皆
イライラが募り、ケンカをすることが多くなりまし
た。本件事故がなければ、浪江町の自宅でゆったりと
した生活が遅れていたのだと思うと、とても惨めで辛
い気持ちになりました。
4　避難先での生活の基盤が安定してくると、今度は、
福島に帰るのかどうか、今後の生活をどうするかとい
うことについて、家族一人一人の考え方の違いが表
れ、そのことで家族がぎくしゃくするようになってし
まいました。
　本件事故前は、3世代が同居して、同じ未来を見て
暮らしていました。それなのに、このままでは家族が
離散してしまうかもしれません。家族の未来がバラバ
ラになってしまったことに、大きな喪失感と苦痛を感
じています。
5　私にとって特に辛いことのひとつは、ずっと続け
てきた農業が続けられないことです。私は浪江で農業
を再開することを諦めきれず、現在は地元の農地復興
組合に所属し、農地の保全作業に取り組んでします。
しかし、避難指示の解除後も住民があまり戻っていな
いため、農地ではイノシシ等の動物による被害が後を
絶ちませんし、水路の整備などの共同作業を行うこと
もできません。農業の再開には課題が山積みで、どの
問題も解決の目途は経っておらず、私は喪失感ととも
に、日々焦りを感じています。
　農業を糧としてきた私たちが、今から全く異なる職
種に就くことは難しいです。無理をして違う職種に就
いたとしても、事故前のような収入を得ることはでき
ません。これからどのように生計を立て行けばいいの
か、全く見通しが立たず、経済的な面でも、自分たち
の生活が足下から崩れていくようで、将来に不安しか
ありません。
6　国と東京電力には、本件事故を起こした責任を認

め、本心からの謝罪をしてほしいと思っています。そ
して、私たちがこうむった被害に本当に目を向けて、
正当な賠償をしてほしいと思います。

以　上

代理人意見陳述
2018年10月31日　福彩訴訟第23回期日

平成26年（ワ）第501号等　損害賠償請求事件
原　　告　　29世帯 96名
被　　告　　国、東京電力ホールディングス株式会社

代理人意見陳述

第3　世帯番号11の原告の損害について
1　原告11－2（以下、「私」という。）は、小学生の頃よ
り福島市で育ち、夫は須賀川市で生まれ育ちました。
成人し、結婚、出産し、原発事故まで夫婦とも大半を
福島市で過ごしました。原発事故当時、夫婦と5歳と
2歳の娘の4人で福島市渡利で生活していました。私
も夫も、頻繁に行き来できる距離に両親、兄弟家族が
おり、また活発な地域の母親同士の交流もあり、子育
てをするにはとても良い環境でした。
2　原発事故後、私たちが住む福島市渡利は政府の避
難指示は出ませんでしたが、高い放射線量を記録し続
けました。一時は関東圏へ避難しましたが、原発事故
の年の5～7月の2カ月間は自宅で過ごしました。し
かし、高い放射線量を示す中で、娘たちを外に出せな
い、お友達と外で自由に遊ばせられない、放射線に
よって健康を脅かされる恐怖心を抱える、そうした生
活を続けることはできず、埼玉への避難を決意しまし
た。しかし、生計を維持するためにも、夫は仕事を辞
めることはできず、私と娘たちだけの母子避難を余儀
なくされました。
3　幼い娘たちを父親から引き離すこと、夫を一人福
島に残して避難したことには、本当にこれで良かった
のかと何度も自問自答し、悩み続けていました。特に
パパっ子だった長女は、毎日にように夫に電話し、夫
が月に1回福島から埼玉の避難先まで来ることを心待
ちにし、夫が福島に帰るときは泣きながら夫の車を追
いかけ、常に「パパ」を求めていました。また、私自身、
仕事をしながら一人で娘二人を育てることは本当に大
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変でした。特に二女はまだ幼かったですし、病弱で手
もかかったため、余裕がなく、長女に厳しくしてしま
うことも増えました。長女には寂しく辛い思いをさせ
てしまったことへの罪悪感が募りました。
　また、夫は家族と一緒に過ごせないこと、特に成長
の真っただ中の娘たちと一緒に過ごせないことに孤独
を募らせていました。疲労も溜まり健康状態も悪化し
ていました。
4　このような生活が5年続けましたが、限界にきて、
郡山市で家族一緒に暮らすことを選択しました。しか
し、それで万事元通り、というものではありません。
子どもの将来の健康被害も不安を抱えることになりま
す。夫は以前は20分だった通勤が1時間半となり負
担は大きくなりました。何よりも子どもを再度転校さ
せなければならなくなりました。特に長女は埼玉の小
学校で作った沢山の友達や学校、地域との関係を全て
断ち切られ、心の整理をするのに1年半かかりました
し、この心の傷は一生残るのです。
5　国や東電には、原発事故による避難によって分断
され失われた家族や元の生活環境、帰還によって断ち
切られた避難先での地域や友人との関係、これらの喪
失がどれだけ大きなものであるか、しっかり向き合っ
てほしいです。

以　上　

代理人意見陳述
2019年1月30日　福彩訴訟第24回期日

平成26年（ワ）第501号等　損害賠償請求事件
原　　告　　29世帯 95名
被　　告　　国、東京電力ホールディングス株式会社

代理人意見陳述

平成31年1月30日
さいたま地方裁判所第2民事部　御中
原告ら訴訟代理人弁護士　吉　廣　慶　子　外

第2　世帯番号7の原告らの損害について
1　原告7－2（以下、「私」という。）は、南相馬市原町

区で生まれ育ち、高校卒業後、原発事故まで20年以
上、小高区の工場で働いていました。その間に結婚し、
夫とその父や祖母とも暮らし始め、2人の子供を産み
育てました。夫は祖父から続く建築・内装業に勤しみ、
夫の父は自営の内装業のほかに農業にも精を出し、祖
母も自宅の敷地内で自家消費用の野菜や草花を育てて
いました。父も祖母も孫・ひ孫もたちの成長を楽しみ
にして、私たち家族は6人4世代で一緒に暮らしてい
ました。
　また、家族はみな南相馬市原町区で生まれ育ち、親
族や地域の方々と緊密な交流をし、子らは年齢の近い
いとこと兄弟のように育っていました。

2　原発事故が起きて、私と夫は子供たちの将来の健
康を考えて、3月14日に夫が仕事のために借りていた
単身者用アパートがある埼玉県坂戸市に避難しまし
た。父や祖母も一緒に避難することも考えたのです
が、二人とも何十年と原町区で生きてきて、原町から
遠く離れた埼玉まで避難することに不安があったのだ
と思います。父、祖母とはそれから離れ離れの生活が
始まりました。

3　私は、子供たちを突然縁もゆかりもない埼玉まで
避難させて子の人生を大きく変えてしまったたことに
ついて、本当にこれで良かったのかと葛藤し続けてい
ます。子らの健康を何よりも優先したかったとは言
え、子どもたちから祖父曾祖母から引き離すこととな
り、また親族、兄弟のようないとこや温かく見守られ
ていた地域から引き離したことへの罪悪感は大きく、
私たち夫婦はずっと悩み続けています。
　また私自身も、仕事や親族・地域とのつながりを失
い、自分の存在意義すらも見えなくなって不安で不安
で突発的に過呼吸を起こすこともありました。

4　夫は福島に残してきた父や祖母に対する責任感か
ら、罪悪感も大きく、埼玉への避難を続けることによ
り大きな葛藤を抱えています。子らも地域から温かく
見守られていた環境を失って、大きな不安を抱えてき
ました。父も祖母も家族6人での生活を失い、楽しみ
だった農作業もできなくなり、気力を失ってしまいま
した。原発事故は家族6人をばらばらにし、家族それ
ぞれに大きな心の負担を負わせてきたのです。
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5　それでも今はまだ原町区に帰ることはできませ
ん。自宅周辺は除染はしてもらいましたがその効果は
限定的で、私の自宅には放射線量が高い箇所がまだま
だあります。そのような場所へ将来ある子供たちを住
まわせるわけには到底できません。
　その間に、子どもたちはどんどん埼玉に根付き、新
しい人間関係を構築し、福島に帰ることが難しくなっ
てきています。本件原発事故は単に一時的に私たちか
ら住む場所を奪ったというのではなく、私たちの生
活、人生、故郷そのものを大きく変えてしまったので
す。国や東電にはその責任をしっかりを自覚してほし
いと思います。

以　上　

福彩訴訟・原告はいま　　　
　　　　　　　　　

 瀬川芳伸さん（家族がさいたま市に避難）

2015年8月の福彩訴訟第3次
訴訟から参加した瀬川芳伸さ
ん（55歳）は、現在、福島県郡
山市で中学校の美術教師とし
て勤務しています。妻と四人
の子どもは、さいたま市にあ
る国家公務員宿舎に避難させ
ていますが、家賃の支援はす
でに打ち切られ、老朽化した

宿舎からの立ち退きを迫られています。以下は、「私たちは
原発事故の被害者。住宅や医療費の補償は生存権に関わる問
題」と訴える瀬川さんが、2018年3月10日の『日本と再生』
自主上映会で行った原告側アピールの要旨です。

福島県の郡山市から来ました。妻と子どもたちは、埼
玉の浦和に避難しています。数年前までは、国はわた
したちを生かさず殺さず、ほどほどにしてくれていま
したが、最近は家賃がかかるようになり、来年で出て
行けという感じで結構ジワリジワリと来ています。

最近NHKのテレビを見ていて、自主避難の家庭のお
話が出てきました。福島に家を新築され、非常に幸せ
に暮らしていたのに、事故で親と子どもが京都の方に

避難したけれどうまくいかなくなり、お父さんが家を
売って京都へ行った。それでも結局暮らせず、ボロボ
ロになって福島に戻っていったという内容でした。そ
れを福島県の人たちが温かく迎えるというNHKの放
送で、ちょっとむかっ腹を立てつつ見ていた。
　NHKの記者たちに以前取材を受けた時には、「あ
なたたちが戻りやすいような環境を作ってあげるか
ら、取材に応じてくれ」というような話をしていまし
た。わたしたちは経済的には追い込まれていますが、
福島から出たことで、子どもたちを自由で安全な環境
で育てることができたと。お金はなくなった、老後の
蓄えもなくなった、子どもの教育資金もなくなりそう
だな。でも、健康はこれで担保できそうだな、と最近
妻と話していました。だから、そのNHKの作りをみ
ていると、「う～ん、なんだろう」っていう感じがしま
した。

最近福島県が言うのは「福島県ではみんな普通に安全
に暮らしているよ」。そして風評被害ではなく、風化
が進んでいます。震災当時「危険だ」って言われてい
たことが、だんだんと忘れられていってしまいます。
郡山あたりの空間線量で言うと、世界的に見るとその
数値で除染するところと除染しないところに分かれて
いました。そこでいま基準を見直そうと。で、ガラス
バッチっていうものがあって、それを付けて生活して
いた人のデータが生かされる、という形なんですが、
今から4～5年前にそのガラスバッチのデータは正確
ではない、かなり低めに出てしまうということが話題
になったんですが、その話題はきれいに忘れられてい
ます。空間線量の基準をもう少し緩くして、高くして
やっても大丈夫じゃないか、とか、そんなことを言う。

放射性物質のいろいろな基準、8,000ベクレルという
数値は震災の後に突然出てきて、もともとは100ベク
レルだったはずですよ。けれど、8,000ベクレルに慣
れてしまうと、100ベクレルがいかにも低いように聞
こえてしまう。そうこうしているうちに、米なんかも
う安全なんだと言い切るようになってしまっていま
す。実際には何ベクレルかは入っているんですけれ
ど、安全だ安全だと言っているうちに、いつの間にか
みんなが慣れてしまう。
　だいたい年齢の上の方ほど、どんどん慣れてしまっ
て気にせずにいろんなものを食べるようになってし
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まって、わたしたちもおばあちゃんの家に子どもを連
れていくと、庭で採れたものを「どうだ」って勧めら
れて、非常にドキドキしてしまうような、そんな状況
があります。

そんなこんなで、わたしの住んでいる住宅は大きい住
宅だったんですけれど、人がどんどんいなくなって、
今は5～6世帯しかない。楢葉の人たちは、「今年で出
て行ってくれ」と言われています。これから住むあて
はないのに、福島県の住宅供給公社から「出て行け、
出て行け」とさんざん言われている。
　でも、彼らに戻る場所はありません。自宅は取り壊
したということです。実際に戻った人に仕事はあまり
ありません。あるとすれば原発関係の仕事となりま
す。そして治安はメチャメチャ悪いです。一時期女性
はその辺を歩けない、レイプの噂が絶えず流れてきま
した。これを打ち消そうとする動きもあったんですけ
れど、実際にひどい話はたくさんあります。
　そういう現状で「子どもを連れて戻りたくない」と
いう家庭がたくさんあります。でも国は資金を断つ形
で住宅の支援を打ち切ります。いろいろな支援がなく
なっていきます。そして、復興庁の吉野大臣はいいま
す。「戻るも戻らないも、あなたたちの気持ち次第だ
よ」と。でも、お金がなくなったらどうすればいいん
だろう。そういうことは言ってくれません。支援もし
ないで、そういうことを平気で言っています。

さらにガッカリさせられるのは、甲状腺ガンの子ども
たちです。検査の一巡目で出るはずがないだろう、と
言っていたのが、かなりの数が出ました。一巡目で調
べおわったから二巡目で出るはずがないだろう、と。
これが出るんです。三巡目でも出るんです。いま四巡
目になろうとしています。
　それでどう言うかというと、甲状腺ガンというのは
安全なんだ、年を取ってから見つかるのを、たまたま
今はやく調べたから出るんだ、と。そんな話を一所懸
命する人がいます。そしてそれを信じたい人がいま
す。わたしの知人の娘さんは検査で引っかかったんで
すけれど、その言葉を信じてさらなる検査に行ってい
ません。非常に怖いものがあります。短い期間でガン
化する理由がさっぱりわかりません。

当時4歳、5歳の子どもで甲状腺ガンの子が一人もい

ないから、チェルノブイリと同じではない、そういっ
たのが県民健康調査検討委員会の座長で星

ほし
北
ほく
斗
と
という

人ですけれど、実際に4歳、5歳の子どもで甲状腺ガ
ンの子どもが出てきました。これがなぜ出てきたかと
いうと、ガンになった子どもたちを民間の人たちが支
援したい、ということでお金をだしますよっていうこ
とになったら、手をあげたからなんです。
　なぜそうなっているかというと、いったん甲状腺ガ
ンの疑いがあるとなると県民健康調査の枠から外れて
しまうからなんです。枠から外されたまま、ずーっと
数値が発表されないままにされてしまい、実際に県民
健康調査の枠から外れてしまった人が３千人ちかくい
るような話で、二度の手術を終えた人もいるようで
す。説明会があったとしても、質問は一回しかできま
せんし、質問したとしても答えは戻ってきません。は
ぐらかされます。そんな感じの福島県に、正直戻りた
くはないです。
戻りたくはないんですが、お金がなくなったらどうす
るのか。そういうところで、ひじょうに今、あがいて
いる状況です。裁判をしていますが、裁判所に行くと
びっくりすることがいくつかあります。国や東電は
「法的に自分たちはまったく悪くない」と平気で言い
切ります。信じられないようなことですけど、それを
見て、この裁判は絶対に勝たなきゃいけないなと思い
ました。

　ぜひわたしたちの立場をわかっていただきたいので
すが、別に補償金をもらっているのでも、ズルしたい
ので、お金がほしいのでもありません。子どもたちを
守りたいですし、自分の家庭だけでなく、多くの人た
ちに安全に暮らしてもらいたい。そういうことを言っ
ていきたいということでお話させていただきました。

今現在、郡山などの学校の校庭が掘っくり返されて、
汚染土というのが運び出されていきます。ありがたい
ことなんですが、中間貯蔵施設はまだ出来ていませ
ん。30年後に運びだす、と言われている土地が、ま
るっきり決まっていません。どこもないと思います。
8,000ベクレルの汚染土をいろいろなところに使おう
という動きがあります。これは絶対に許せません。そ
の思いをみなさんと共有できればありがたいと思いま
す。これからもご支援、よろしくお願いいたします。
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